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農業環境リスク管理と研究情報発信

上路 雅子企画調整部長

地球温暖防止を目指

した京都議定書が平成

年 月 日に発効17 2 16
し、温室効果ガスの排

出量削減に向けて積極

的な取組みが必要にな

ってきました。地球温

暖化は、土壌劣化や砂

漠化、病害虫の異常発生などを引き起こし、農

業にも大きく関係することが指摘されていま

す。農業生産地域の移動や縮小、作物の収量減

。 、や品質低下が予測されているのです そのため

このような地球環境変動が農業生態系や食料生

産に及ぼすリスクを評価し、リスク低減のため

の対策技術を開発することが緊要の課題になっ

ています。

国内では、環境中の化学物質の総合的リスク

管理が求められています。カドミウムや砒素な

どの有害物質による土壌・地下水汚染、それら

の農産物への移行、また、農薬の作物残留や生

態系への影響が懸念されており、食品の安全性

に関するリスクの評価・管理への取り組みが強

化される中で、行政部局を中心に「レギュラト

リー・サイエンス（政策のための科学 」の必）

要性が強調されています。

外来生物の侵入や遺伝子組換え作物の栽培に

よる農業生態系の撹乱も社会的に大きな関心事

になっています。どちらも、生物多様性条約と

関連し、リスク管理が必要な事項です。

このような状況の中で、農業環境技術研究所

は大きな使命を担っています。現在、農水省、

環境省、文科省などからの競争的資金による課

題など、多くのテーマで精力的に研究を実施し

ており、研究プロジェクト課題として 「地球、

温暖化 「自然共生 「有害化学物質 「バ」、 」、 」、

イオリサイクル 「組換え生物総合研究」な」、

どがあります。

農業環境の多種多様な問題に対して、国民や

行政部局に正確な判断を仰ぎ、適切なリスク管

理をしていくためには、研究機関は詳細な評価

試験・研究を実施するだけではなく、科学的知

見に基づいた結果を分かりやすく十分に説明し

ていくことが重要だと考えています。研究成果

を「どのような形で、いつ、どこに」発信する

のが効果的かを考慮して、情報発信に努めてい

きたいと思います。

当研究所の研究者は研究結果を正確に理路整

、 。然と考察し 学術雑誌に論文として発表します

こうして発表された成果は国内外の施策やさら

なる研究の推進に活用されており、例えば、温

室効果ガス発生量の実態調査の結果やその抑制

技術の成果は、 （気候変動に関する政府IPCC
間パネル）などの報告書に活かされ、広く地球

環境問題に貢献しています。

ところが、一方で、農業環境研究が地味で成

果が見えにくい、あるいは理解しにくいという

指摘を受けることも多く、このことを真摯に受

け止め、これを解決するための方策を考えてい

きたいと思います。当研究所では、現在、研究

成果情報、プロジェクトの成果などをホームペ

ージに掲載しています。詳細な試験結果から策

定した、イネとダイズの「カドミウム吸収抑制

のための対策技術」は当研究所や農水省のホー

ムページに掲載され、多くの方々に活用されて

おり、今後も、このような研究成果をホームペ

ージを使って公表・提供してまいります。

、 、さらに 一般の方々への研究情報の発信には

農環研ホームページ、農環研ニュースその他の

刊行物だけではなく、各種マスコミを活用する

のも有効です。一般読者に分かりやすいことば

で、内容を分かりやすく噛み砕いて、タイムリ

ーに公表する努力をしていきたいと思っていま

す。
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